
令和元年8月3日

「夏休みエネルギー教室」に参加している小学生たちが、
工場見学にいらっしゃいました！

Ⓒ三光 ヒカル

当日の最高気温は35℃を超える猛暑でしたが、小学生のみなさんも熱心に話を聞いたり、
写真を撮るなど記録をつけておられました。今回の工場見学が「エネルギーについての
理解を深める」きっかけとなれば幸いです。

2019年8月3日(日)鳥取環境大学サスティナビリティ
研究所主催の「夏休みエネルギー教室」に参加している、
小学4～6年生20名と保護者のみなさん、大学生の
みなさんが来社されました。今回は夏休みを利用した
エネルギー教室ということで、潮見工場にある
「小型蒸気発電機」とウエストバイオマス工場の
「キジハタ養殖場」を中心に見学していただきました。

こども達自ら、熱心に記録の撮影。小型発電機のしくみを説明。トラックスケールに乗って、全員の重量を計測。

真剣なまなざしで生けす内を泳ぐキジハタを観察していました。 キジハタのエサやりも体験していただきました！
エサをやると飛び跳ねる水しぶきににぎわいました。


